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一叉

この報告書は、一般国道192号徳島南環状道路改築事業に伴い、平成 4年度から平成10年度にかけて

7年間にわたって実施した矢野遺跡の発掘調査のうち北半の調査区の成果をまとめたものであります。

矢野道跡は縄文時代以降中世に至るまで継続して発展する徳島県を代表する複合遺跡であります。特

に、弥生時代については平成 4年度には集落内部から最新式の銅鐸を埋納状態が確認されるなど、遺跡

の名前を全国的なものとしました。本報告書掲載分においても、弥生時代中期から後期に至る住居跡や

鉄器鍛冶工房など多数の遺構が検出されました。

また、矢野遺跡は阿波国府推定域の一角を占めており、国府関連遺構の確認にも期待がもたれており

ます。この年代の調査成果としては、奈良時代から平安時代の掘立柱建物などが密集して検出されてお

り、国府周辺の構造や景観復元に良好な資料を提供しました。

このように矢野遺跡の大変貴重な成果は、徳島の古代の歴史を考える上で非常に意義があるといえま

す。

なお、発掘調査の各工程や報告書の作成にあたっては、関係の機関並びに地元の皆様には多大の御援

助・御協力をいただき、さらに関係各位には貴重な御教示を賜りました。ここに深く感謝の意を表しま

す。

そして、この報告書が埋蔵文化財に対する理解を深めるとともに、学術・教育のため広く活用される

ことを期待します。

平成18年 3月

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長 佐 藤   勉



(夢J

本書は平成 5年度 (1993年度)～平成10年度 (1998年度)に調査を実施した一般国道192号徳島南

環状道路改築に伴う坦蔵文化財発掘調査報告書である。

本書には矢野遺跡 I群 (徳島県徳島市国府町矢野字せんだんの木・青木 ほか所在)の調査成果の
うち、縄文時代を除く弥生時代・古代 。中世に関する部分について収録した。縄文時代の成果につ

いては、調査報告書第44集に収録。

発掘調査は建設省四国地方建設局徳島工事事務所 (当時)か ら徳島県教育委員会が委託を受け、徳

島県教育委員会からの再委託により、財団法人徳島県埋蔵文化財センターが実施した。

発掘調査及び報告書の作成についての実施期間は次の通りである。

。発掘調査

口

９

留

3.

4.

6.

7.

平成 5年 (1993年 )度

平成 6年 (1994年 )度

平成 7年 (1995年 )度

平成 8年 (1996年 )度

平成 9年 (1997年 )度

平成10年 (1998年 )度

平成 5年 4月 30日 ～平成 6年 1月 27日

平成 6年 5月 17日 ～平成 7年 2月 20日

平成 7年 4月 29日 ～平成 8年 3月 25日

平成 8年 4月 3日 ～平成 9年 2月 28日

平成 9年 9月 1日 ～平成10年 2月 27日

平成10年 4月 2日 ～同年 9月 30日

・整理業務・報告書作成

平成11年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

5.遺物呑号・挿図番号・写真図版番号は通し番号とした。

第 2図 。第 5図の地形図は建設省国土地理院登録の 1:25,000の地形図「徳島」 。「川島」を転載

し、加筆したものである。また、第 3図の地形図は、徳島市発行の 1:2,500都市計画図を転載し、

加筆したものである。

発掘調査、報告書作成期間を通じて次の機関や方々に御協力、御教示を得た。

文化庁 。独立行政法人奈良文化財研究所・徳島県教育委員会 。国土交通省四国地方整備局

秋山浩三・東潮・阿部功・石野博信 。梅木謙― 。大久保徹也、大道和人・蔵本晋司・定森秀夫・柴

田昌児・高島芳弘・寺澤薫・寺前直人・中西克弘 。中原計 。中村豊 。橋本達也・橋本輝彦 。北條芳

隆・村上恭通・森清司・山元敏裕 。若林邦彦 (敬称略・五十音順)

8。 本書の執筆は、発掘調査担当者・整理担当者のなかで、大澤正己 。近藤玲・谷川真基・藤川智之・

藁科哲夫があたった。なお、分担は、本文目次に示す通りで、全体の編集は、近藤、谷川が行った。



9.写真は遺物については山本和弘が、発掘調査の状況についてはそれぞれの調査担当者が撮影した。

10。 本書に収録した遺物および写真などの記録の一切は、徳島県板野郡板野町犬伏字平山86番 2に所在

する徳島県立埋蔵文化財総合センターに保管している。



伊」

1.調査区・遺構名・層位名は、年報などの既報告と異なるものを新たに付加している。調査区名の対

応は以下の通り。その他については報文を参照されたい。

調査区名 既報告による調査区 調査区名 既報告による調査区

1区 98年 1分害13区 7区 95年 1分害11区

2区 94年 1分割 3区 8区 95年 1分割 5区

3区 95年 1分割 2区 9区 94年 1分割 2区

4区 96年 1区 10区 94年 1分割 1区

5区 97年 1lD正 95年 1分割 4区

6区 98年 3区 12区 96年 2区

2.遺構の表示は、財団法人徳島県埋蔵文化財センターが定めた略記号による。

SA:掘立柱建物  SB:竪穴住居跡  SD:溝状遺構  SH:炉跡  SK:土坑
sP:ピ ット    sR I自 然流路   ST:土墳墓・土器棺墓    SU:集 石遺構
SX:性格不明遺構

遺構図は基本的に縮尺を下記のように統一した。ただし,大形の遺構に関しては随時縮尺を変更した。

SB oSX:1/50   SK oSH oSP:1/25

3.方位は国土座標軸第Ⅳ系を用い、高さは東京湾標準潮位 (T.P.)を表す。

4.本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帳』 (日本色研事業株式会社

1997年度版)に よる。

炭化物、焼土の範囲は以下のスクリーントーンで表現している。また、石器などの遺物で砥面、

磨面および被熱部分も以下のように表現している。

萎坊″

'    お .

焼土

0       1m

ひ

一
碑  

罰 43

0          10cm

5,遺物図の縮尺は、原則下記のものに統一した。

土器・土製品 :1/4   石器・鉄器 :1/1、 2/3、 1/2、 1/3、 1/6
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I 調査と整理の経緯





調査に至る経緯

一般国道192号徳島南環状道路の計画区間は、徳島市国府町観音寺地区から徳島市八万町大野地区に

至るものである。昭和60年度に都市計画が決定、昭和61年度に事業化され、平成元年度から用地取得に

着手した。

徳島県教育委員会文化課 (以下、「県教委文化課」と略称)では平成 2年度に建設省徳島工事事務所

と当該路線全域に埋蔵文化財が存在することを前提とした事前協議を行った。ただし、遺跡の遺存状況、

掘削深度、調査遺構面数に関する情報を欠いていた。そこで、平成 3年度に県教委文化課が矢野地区約

600mの間に試掘調査が実施し、その結果を踏まえて徳島県内では極めて重要な遺跡であるという共通

認識を得た。そこで、道路建設予定地内はすべて発掘調査を実施し、遺跡の記録録存の徹底を図ること

を確認した。

以上のような協議を経て、遺構面が複数存在し、遺物・遺物包含層厚が地点により相当量見込まれる

ため、平成 4年度から、事業は財団法人徳島県埋蔵文化財センター (以下センター)が県教委から受託

して行うこととなった。そして県教委文化課とセンターが発掘調査計画を策定した。この計画で道路建

設予定地内を観音寺地区。矢野地区・廷命地区に分割することとし、用地取得の進んでいる矢野地区か

ら発掘調査を開始した。また、平成 5年度から7年度にかけては調査区が広範にわたるため2分割した

ｌ
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第 1図 矢野遺跡位置図
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発注を行つた。本報告書では、調査で検出された旧河道を境界線として、以北を掲載している。年次ご

との調査区と本書における調査区名とを第 6図 に示している。

なお、この間の詳細は『矢野遺跡 (I)』 (徳島県埋蔵文化財センター調査報告書第33集)を参照され

たい。

2 調査の経緯
発掘調査は、平成 4年度に矢野遺跡の中央地点付近から着手され、以降南北に新たに調査区を設定す

る形で進行している。調査地の遺跡は、平安時代を中心とする古代の第 1遺構面と、弥生時代中期～古

墳時代初頭を中心とする第 2遣構面とで基本的に構成されている。古代の遺構の拡がりには粗密があ

り、遺構検出や遺物出土状況には偏 りがある。一方で、弥生時代の遺構では多数の竪穴住居跡を中心と

して広範囲に拡がる。集落域内部より突線鉦式の銅鐸が埋納状態で検出されるなど、徳島県下で有数の

拠点的な集落であることが判明した。

調査が進展するにつれて、道路計画地内の遺構の配置状況がより明かとなり、集落のグルーピングの

可能性が指摘されることとなった。具体的には、集落内を大きな自然流路 (矢野遺跡 (I)i SR2001)

が横切つていることから、この流路を境としてその以北を便宜的に「矢野遺跡 I群」 。「 I群」、以南

を「矢野遺跡Ⅱ群」 。「Ⅱ群」と呼称している。遺跡の全体像が把握されていない現状では、最適な呼

称であるか疑問は残るが、集落のおおよその範囲や位置関係を示すあくまで便宜的な用法に限り、以下

の本文中においても使用する。

発掘調査期間中には、一般市民を対象とする現地説明会を実施して調査成果の紹介につとめた。開催

日程は以下の通り (カ ソコ内は参加人数)。

平成 5年度 :平成 6年 1月 22日 (200名 )

平成 6年度 :平成 6年 10月 29日 (250名 )

平成 7年度 :平成 8年 2月 17日 (100名 )。

ここにあげた以外にも、徳島県立埋蔵文化財総合センターにおける速報展示会・成果報告会などにお

いても、矢野遺跡の成果を紹介する機会を設けた。

3 発掘調査の方法
発掘調査に際しては、安全 。労務・工程の管理を民間業者に委託する工事請負方式が採用した。この

手法は徳島県においては、平成元年に行われた四国縦貫自動車道関係の調査に採用され、以後の調査で

も断続的に発注が行われていた。南環状道路関係の調査においても、以後平成10年度に至るまで継続的

に実施された。また、表土層・無遺物層の掘削時などへの機械力の導入や、航空測量による図化を行う

ことによって、精度の向上 。省力化・調査のスピードアップに努めた。

対象とする調査は 6年間をかけて実施された。年次ごとに調査区名を設定し、遺構番号もそれに準じ

ている。『徳島県埋蔵文化財センター年報』などの中間報告などで使用されていたものであるが、本報

告書では、一群全体を包括する調査区の名称・遺構番号を新たに割り振っている (調査区の対応関係は

第 4図 において図示)。
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□ 94年度発掘調査地点

lll1 95年度発掘調査地点

厖296年度発掘調査地点

饉 97年度発掘調査地点

匡]98年度発掘調査地点

□ 99年度発掘調査地点

※矢野遺跡・ I群の縄文時代は『矢野遺
跡 (Ⅱ )(縄文時代篇)』 に所収
弥生時代・古代は本書で報告
※矢野遺跡・ Ⅱ群は F矢野遺跡 (I)』

第 4図 徳島南環状道路 年度別調査地区
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また、調査する地点の表示には一定の規則性を持たせた呼称をつける必要性から、平成 5年度に大・

中・小の三種のグリッドを設定し、調査区全体を覆うことにした。設定したグリッドは第Ⅳ座標系によ

る国土座標を基準とするものである。

まず一辺を500mと するグリッドで区切 り、これを大グリッドと呼ぶ。具体的には、国土座標の X=

116,000、 Y=89,500の地点を大グリッド南西隅の原点とした。そして、この原点から一辺500m四方の

グリッドを Location― A-1グ リッドと呼び、Loc.Alと 略記することにした。さらに、この Loc.Alか ら東

隣にある一辺500m四方のグリッドを Loc.A2、 北隣にあるグリッドを Loc.Bl、 すなわち、Loc.Alか ら

東へ500mご とに Loc.Al、 Loc.A2、 Loc.A3・・…。とし、Loc.Alか ら北へ500mご とに Loc.Al、 Loc.Bl、

LocoCl……と表記する (第 5図上)。 つぎに、この大グリッドを、一辺が100m四 方の方眼で細かく東

西 5・ 南北 5に分害Jし、この100m四方の方眼 1つ を中グリッドと呼ぶ。この中グリッドは、ギリシヤ

文字とローマ数字の組み合わせで表現 し、大グリッドを呼んだ場合と同じ方法で、原点から100m四 方

の中グリッドを、Loc,Al・ α Iと 表記し、東へ100mご とに Loc.Al・ αⅡ、Loc.Al,α Ⅲ……とし、北

へ百 mごとに Loc.Al・ β I、 Loc.Al・ γI……と表記する (第 5図下左 )。

そして、さらにこの中グリッドを、一辺が 5m四方の方眼で細かく400イ固 (東西20、 南北20)に 分割

し、この5m四方の方眼一つを小グリッドと呼ぶ。この小グリッドはアルファベット小文字とアラビ

ア数字の組み合わせで表現することにし、大 。中グリッドを呼んだ場合と同じ方法で、原点から5m

四方の小グリッドを、Loc.A卜 α I・ A-1と 表記 し、東へ 5mご とに Loc.Al・ α I・ A‐ 2・…。・、】ヒヘ 5m
ごとに Loc.Al・ α I・ B‐ 1、 Loc.Al・ α I・ C-1……、と表記する (第 5図下右)。

本報告書では折に触れ、大 。中・小のグリッドや国土座標を併用しながら調査地点や遺構・遺物の位

置情報を表現している。

遺構番号は調査年度・調査区ごとに、センターの定める略記号を用いて表示する。1000番台を第 1遺

構面に、2000呑台を第 2遺構面に当てはめる。

4 整理作業の方法と経過
失野遺跡の整理作業は、平成 7年度に開始された。当時発掘調査そのものが継続中であり、その全体

計画も不透明な状態ではあった。作業歩掛は他の実施された実績に基づき、遺物コンテナ 1箱 170点換

算で、 1作業班が 1年間に140箱のコンテナの作業を完結させるとするものである。

当初作業の対象となったのは、調査の蓄積の進む矢野遺跡の南半 (Ⅱ 群)である。調査の進展と整理

作業の課程においても、先述した集落単位に基づいた報告書作成計画を策定し、矢野遺跡Ⅱ群の作業を

先行させることとした。『矢野遺跡 (I)』 は、Ⅱ群の成果をまとめたものである。

矢野遺跡 I群の中に含まれる遺跡の構成年代は主として 3つあり、縄文時代・弥生時代・奈良～平安

時代である。本来はそれぞれが独立すべき内容であるが、検出される遺構の面としての分離性なども考

慮して、報告書作成の工程を縄文時代と弥生 。奈良～平安時代に三分し、それぞれを別個の報告書とし

て作成することにした。縄文時代の成果については『矢野遺跡 (Ⅱ )』 (徳島県埋蔵文化財センター調査

報告書第44集 )と して平成14年度に刊行した。本報告書は、弥生時代・奈良～平安時代を対象とした「弥

生・古代篇」である。

弥生 。古代篇の整理作業は平成12年度から実施された。途中、他事業との関連から事業計画の見直し
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を図り、結果としては平成17年度までが作業期間に充てられることとなった。

整理作業の流れは、洗浄・注記・接合・復元の工程を通じて図化遺物の抽出を行い、図化されない遺

物についても破片ごとの特徴に応じて計数を行った。遺物の図化に際しては、形状をとどめる資料の豊

富なことから、形態・製作技法・使用痕などの遺物の特徴が理解できるように努めた。遺物図は製図ペ

ンによる浄書後に挿図図版に作成した。同様に遺構や土層などの図面も浄書・図版化を行った。土器 。

石器の一部については写真撮影を行い、遺構や発掘時の状況を示す写真とともに写真図版として構成し

た。遺物の図化と並行して遺物観察表を作成した。遺構図は調査時に作成した図面 。写真、空撮による

図面 。写真を基に住居や溝などの種類に応じて掲載の有無・挿図としての縮尺を検討し、挿図図版とし

て構成した。遺構挿図は平面図十土層断面図を基本とし、遺構の状況によっては遺物出土状況図を平面

図+断面図 (ま たは見通し断面図)と して作成した。以上の内容をもとに本文の作成を行い、自然化学

分野などの分析委託成果を併せて編集を行い、報告書としての体裁を整え刊行に至った。

5 業務の体制
調査組織および整理体制は以下の通りである。

○総括・総務担当

所長     筒井 豊祐 (平成 7～ 9年度)、 寒川 光明 (平成10～ 12年度)
本浄 敏之 (平成13。 14年度)

事務局長   柴田  広 (平成 5～ 7年度)、 庄野 徳保 (平成 8。 9年度)
細川 靖夫 (平成10年度)、 伊丹 康裕 (平成12・ 13年度)
西村 和博 (平成14年度)

総務課長   岡本 一仁 (平成 5年度)、 小林 敬治 (平成 6。 7年度)
長江  仁 (平成 8・ 9年度)、 井後 伸― (平成10年度)
高野  明 (平成12・ 13年度)、 山本 高史 (平成14年度)

庶務係長   福本紀美子 (平成12,13・ 14年度)
総務課主事  三木 和文 (平成 5～ 7年度)、 西木 未香 (平成 7～ 9年度)

佐藤 真紀 (平成10～ 12年度)、 集堂 正士 (平成 8～ 10年度)
田所 政義 (平成12・ 13年度)、 布川 純子 (平成14年度)
鈴木 智栄 (平成14年度)

総務課技師  酒井 彰彦 (平成 5・ 6年度)、 青木 雅和 (平成 7～ 9年度)
笠井 達雄 (平成 8年度)、 大西 孝司 (平成10年度)

調査課長   紀伊 司郎 (平成 5～ 7年度)、 菅原 康夫 (平成 8～ 10年度)
調査係長   菅原 康夫 (平成 5～ 7年度)、 南  信義 (平成 8年度)

佐々木清克 (平成 9～ 10年度)

整理普及課長 島巡 賢二 (平成12～ 14年度)
整理係長   西谷 泰幸 (平成12年度)、 貞野 保仁 (平成13。 14年度)

貞野 雅巳 (平成15。 16年度)
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○発掘調査担当

平成 5年度  研究員 湯浅 利彦・藤本 好浩 研究補助員 藤沢 幸代
平成 6年度  研究員 湯浅 利彦・瀧山 智子・栗林 誠治・藤本 好浩
平成 7年度  研究員 藤川 智之 。西岡 早苗・稲村 秀介・上藤 浩治
平成 8年度  研究員 氏家 敏之・渡邊 信之・元木 浩司

平成 9年度  研究員 近藤  玲・湯浅 文則

平成10年度  研究員 藤川 智之 。田川  憲

○整理担当

平成12年度  研究員 藤川 智之 。鳥野 美子・斉藤  剛・石尾 和仁
平成13年度  研究員 藤川 智之・植地 岳彦・四宮 玲子・佐藤美和子
平成14年度  研究員 藤川 智之・山本 和弘

平成15年度  研究員 近藤  玲・山本 和弘

平成16年度  研究員 近藤  玲 研究補助員 谷川 真基

6 調査日誌抄
各年次の調査期間は例言に記したとおりであるが、弥生・古代の調査に関係する作業工程を中心に、

以下に抜粋する。

平成 5年度 (1993年 4月 30日 ～1994年 1月 27日 )

1993年 5月 21日 ～    1区 。2区機械掘削開始
1993年 5月 31日      1区 。2区第 1遣構面遺構検出

1993年 6月 8日     1区 ・ 2区第 1遺構面完掘
1998年 9月 28日      1区 ・ 2区第 2遺構面遺構検出
1993年12月 8日     1区 。2区第 2遺構面空撮 (その 1)

1994年 1月 19日     1区 。2区第 2遺構面空撮 (その 2)

1993年 1月 12日     1区 。2区第 2遺構面完掘

1993年 1月 22日     現地説明会実施
1994年 1月 24日     現場作業終了・撤収

平成 6年度 (1994年 5月 17日 ～1995年 2月 20日 )

1994年 6月 6日 ～    9区 。10区機械掘削
1994年 6月 7日 ～    9区 第 1遺構面遺構検出
1994年 6月 15日 ～    10区 第 1遺構面遺構検出
1994年 6月 21日     9区 第 1遺構面完掘
1994年 8月 9日

1994年10月 29日     現地説明会実施
1994年 11月 9日     9区 第 2遺構面完掘
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平成 7年度 (1995年 4月 29日 ～1996年 3月 25日 )

1995年 5月 24日 ～

1995年 5月 26日 ～

1995年 6月 2日

1995年 6月 6日 ～

1995年 6月 15日 ～

1995年 6月 16日 ～

1995年 6月 20日

1995年 6月 26日 ～

1995年 8月 23日

1995年 8月 28日

1995年 9月 6日

1995年 9月 13日

1995年 10月 9日

1995坐F10ゲ]17日

19954F10ゲ]26日

19954F10)可 27日

1995年 11月 8日

1995年 11月 9日

1995年■月9日 ～

1995年■月10日 ～

1995年 12月 11日 ～

19954F12ゲ]22日

1996年 2月 17日

1996年 3月 25日

10区第 2遺構面完掘 。現地作業終了・撤収

8区機械掘削

8区第 1遺構面遺構検出

8区第 1遺構面完掘

8区第 2遺構面遺構検出

11区機械掘削

7区機械掘削

8区第 2遺構面完掘

7区第 1遺構面遺構検出

7区第 1遺構面空撮・ 8区第 2遺構面空撮

3区機械掘削開始

3区第 1遺構面遺構検出

7区第 1遺構面完掘

7区第 2遺構面遺構検出

■区第 1遺構面遺構検出

3区第 1遺構面空撮・ 7区第 2遺構面空撮

11区第 1遣構面空撮

11区第 1遺構面完掘

7区第 2遺構面完掘

3区第 1遺構面完掘

7区縄文時代調査

3区縄文時代調査

11区第 2遺構面遺構検出

11区第 2遺構面完掘・空撮

現地説明会実施

現地作業終了・撤収

4区・12区機械掘削

12区第 1遺構面遺構検出

12区第 1遺構面完掘

12区第 2遺構面遺構検出

4区第 1遺構面遣構検出

4区 。12区第 2遺構面空撮

4区第 2遺構面完掘

4区縄文時代調査

1994年 11月 11日

平成 8年度 (1996年 4月 3日 ～1997年 2月 28日 )

1996年 4月 17日 ～

1996年 4月 25日 ～

1996年 5月 22日

1996年 6月 28日

1996年 6月 29日

1996年 8月 6日

1996年 8月 27日

1996年 8月 28日 ～
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1996年 9月 ll日

1997年 2月 14日

平成 9年度 (1997年 9月 1

1997年10月 1日 ～

1997年10月 17日

1997年■月14日

19974Fllナ]19日

1997年 12月 2日 ～

1997年 12月 12日

19974F12ゲ]16日

1997年 12月 17日 ～

1998年 2月 27日

平成10年度 (1998年 4月 2

1998年 9月 8日

1998年 9月 10日

1998年 10月 2日

1998年10月 6日

1998年10月 9日

1998年10月 14日

12区第 2遺構面完掘

現地作業終了・撤収

日～1998年 2月 27日 )

5区機械掘削

5区第 1遺構面遺構検出

5区第 1遺構面完掘

5区第 1遺構面空撮

5区第 2遺構面遺構検出

5区第 2遺構面完掘

5区第 2遺構面空撮

5区縄文時代調査

現地作業終了・撤収

日～1999年 3月 31日 )

6区機械掘削開始

6区第 1遺構面遺構検出

6区第 1遺構面完掘

6区第 2遺構面遺構検出

6区第 2遺構面完掘

6区縄文時代調査

ア 既出の文献
本センターおよび発掘調査担当者によって、これまでに紹介された矢野遺跡 I群の成果については以

下のようなものがある。

・ 『徳島県埋蔵文化財センター年報 Vol.5～ 10』 (徳島県埋蔵文化財センター 1994・ 1995。 1996・

1997。 1998・  1999)

・ 『日本考古学協会年報47』 (栗林 1996)
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Ⅱ 遺跡の立地と環境





地理的環境

徳島県は四国島の東部に位置する。面積は4,144k∬であるが、全面積の約 8割近 くを山地が占める。

平野部は吉野川・勝浦川・那賀川 。海部川などの流域に、主として三角州として発達する。山地は北側

の讃岐山脈と吉野川以南の四国山地に大別される。地質の構造は、四国を東西に横断する中央構造線に

よつて、北側の内帯と南狽1の外帯とに分けられる。中央構造線は、徳島県内では東から鳴門市里浦町・

美馬郡脇町・三好郡池田町・愛媛県川之江市に連なる低地帯の阿讃山麓沿いに延びる。徳島県内の地質

は、中央構造線を含む東西方向の構造線によって外帯の和泉層群、内帯は北から三波川帯・御荷鉾帯・

秩父帯・四万十帯からなる。

「四国三郎」吉野川は、延長194km・ 流域面積3,750k雷の規模をもつ四国有数の河川である。吉野川は

石鎚山脈に源を発し、中央構造線に沿って東流し紀伊水道に注ぐ。吉野川の左岸では、扇状地の発達が

顕著である。外帯においても鮎喰川などで扇状地が形成されているが、内帯に属する伊沢谷川
。大久保

谷川 。日開谷川・九頭宇谷川・宮川内谷川において急勾配の扇状地が多 く形成されている (寺戸編

1995)。 内帯の扇状地の上砂の堆積作用によって、吉野川そのものも構造谷の南寄りを通ることとなる。

吉野川の河道は時代によって大きく変動しているが、最大の画期は1701年頃に行われたとされる付け

替え (新川掘り抜き)である。これは河道の開削と堰の構築 (第十堰)に よって、下流域での灌漑用水

の確保と城下町の安定化を目指したものであり、北東へ流れていた当時の本流 (現在の旧吉野川)を現

在の河道へと導いた。

矢野遺跡の所在する地点は、館喰川の堆積作用により形成された三角州性扇状地である。徳島市延命

を扇頂とし、半径 6 kmの規模をもつ。扇頂部の字「延命」で標高15m、 扇端部の字「井戸」付近では標

高 5mを測る。

この扇状地上には旧河道が網の目状に広がり、その様子は用水路や地割の乱れとして確認される。航

空写真による地割の乱れを観察すると、埋没した河道が 5～ 7本程度確認できる。旧河道のいくつかは

発掘調査によって確認されている。矢野遺跡の集落群 (I群・Ⅱ群)を分かつ流路は、微地形観察から

想定された旧河道と一致する。

2 歴史的環境
矢野遺跡の所在する徳島市国府町の鮎喰川の扇状地およびその周辺地は、徳島県下における有数の遺

跡の密集地帯である。ここでは年代に沿って歴史的環境を整理するが、年代によっては位置図外の遺跡

などについても触れることとする。

旧石器時代

徳島市域全体を通して遺跡はほとんど知られていない。名東遺跡の弥生時代の住居内からサヌカイト

製の国府型ナイフ形石器が 1点出上している (徳島県坦蔵文化財センター編 1995)。

縄文時代

縄文時代の後期以前の追跡は非常に少ない。

晩期の遺跡としては、名東遺跡 (徳島県教育委員会 1990)・ 庄遺跡 (徳島県埋蔵文化財センター編
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1999)。 三谷遺跡 (徳島市埋蔵文化財発掘調査委員会 1907)がその代表的な例であるが、観音寺遺跡

でも少量ながらこの年代の遺物が出土している。

矢野遺跡の調査と前後して、同じかあるいは近接する年代の調査事例が目立っている。貞光町貞光前

田遺跡 (徳島県埋蔵文化財センター編 2001)・ 美馬町荒川遺跡 (徳島県埋蔵文化財センター編 2005)・

阿南市蒲生田遺跡 (斎 2001)である。

弥生時代

鮎喰川の扇状地上は、徳島県下でも有数の規模の集落が継続するが、前期にさかのぼる資料はごくわ

ずかである。

中期前葉以降には遺跡形成の範囲は徐々に拡がり、中期後葉には爆発的に住居数が増加する。この年

代の遺構は、矢野遺跡 I群に集中しており本書に成果を掲載する。

後期には中期の集落域がさらに拡がる傾向が見られる。矢野遺跡の集落としての最盛期はこの段階

で、多くの竪穴住居が築かれる。集落の形成は当初矢野遺跡北半 (観音寺遺跡南半を含む)に始まり、

布留式併行期にかけて徐々に中心が南寄りと山沿いに移動する。銅鐸埋納坑が築かれたのは後期後半と

考えられているが、その位置はこの年代の住居の密集部の中心部である (徳島県埋蔵文化財センター編

2002a)。 その一方で、観音寺遺跡の北半 (阿波国府推定地内も含む)では、弥生後期初頭や布留式併行

期の遺構が散見され、矢野遺跡とは異なる別の拡がりを有していたことが分かる。延命遺跡 (南環状道

路地点)で検出された水田は、弥生後期のものと考えられている (徳島県埋蔵文化財センター 1998)。

水田は確認範囲も限られており、集落規模に見合った成果の蓄積はまだ不十分である。

また、鮎喰川の左右両岸は青銅器が集中地帯である。隣接する園瀬川水系の遺跡をも含むと、銅鐸17

口、銅剣 5振が出土している。

古墳時代

鮎喰川扇状地の西側の山塊は気延山と呼ばれ、古墳時代前期から後期にかけての県下でも最大規模の

大古墳群が築かれている。

前期の古墳としては、宮谷古墳・奥谷古墳群がその代表例である。宮谷古墳は墳丘長36mの前方後

円墳である。主体部として後円部に竪穴式石室が築かれ、三角縁神獣鏡 3面などが出土している (三宅

2002)。 奥谷古墳群は 1号墳 (前方後方墳)と 2号墳 (円墳)と からなり、 1号墳は墳丘長が50mであ

ること、墳丘上を巡る埴輪列が最近の調査で確認されている (三宅 2002)。

中期の古墳は実態が明らかとなっていない。「阿波式石棺」と呼ばれた板石を用いた組合式の石棺が

いくつか築かれている。墳丘 。副葬遺物が少ないが、 5世紀代に盛行するものとみられる。内谷古墳・

尼寺 1号墳など数基が知られる。

後期に属するものではひびき岩古墳・矢野古墳があり、横穴式石室などが確認されている(天羽 1973

ほ か )。

古墳をのぞくとさらに状況が不明であつたが、近年の調査でようやく中期以降の集落の一端が確認さ

れ始めた。敷地遺跡 (西環状線地点)の集落は中期末と後期後半の二時期の遺構が確認されており、竪

穴住居数十棟が検出されている (徳島県埋蔵文化財センター 1999a。 1999b。 2000)。
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奈良 。平安時代

『和名類衆抄』の記述により、阿波国府はかつての名東郡に属したことが記録されている。これまで

に考古学的な材料によって国府を証明しているわけではないが、観音寺遺跡から出土 した木簡などに

よってその所在はほぼ確定した (徳島県埋蔵文化財センター編 2002b)。

国府推定地からは約1.5km南東に国分寺 (現国府町西矢野)、 西数百 mで国分尼寺 (現名西郡石井町

尼寺)が所在する。

国分寺は現在の四国霊場15番札所国分寺境内に、塔心礎と伝えられる片岩の巨石が残されている。

1978年からの 3次 にわたる範囲確認調査などによって二町四方の寺域が想定された (天羽 。一山

1987)。 建物跡 。築地状遺構・基壇状遺構・瓦窯跡など確認された。また、南環状道路の調査地点では、

国分寺へ延びると見られる道路遺構が検出されている (徳島県埋蔵文化財センター編 2002a)。

国分尼寺は1970年からの 2次にわたる範囲確認調査 (田辺・松永 1987)が行われ、1999年からは史

跡整備に伴う調査が進行中である。これまでに金堂基壇 。北門・中門・講堂などが検出されている。全

般に開墾など後世の削平が著しい。

これらのほかに石井廃寺・西蓮寺跡などの寺院跡がある。四国霊場16番札所観音寺周辺や天満宮 (観

音寺の約150m南 )な どで古代の瓦が採集されている。

鮎喰川扇状地上には、条里地割が広 く残っている。福井好行・服部昌之らが詳細に復元している (福

井 1959・ 服部 1966)。 最近の研究では、条里余剰帯に注目した木原・岡田両氏の分析がある(木原・

岡田 1998)。 尼寺から東に向けての旧伊予街道上、尼寺東側の南北道上などに認められ、直線的で規

格性が高いことから官道 (延喜式段階よりも古いルートをとる南海道)の可能性が想定されている。

また、奈良時代から平安時代にかけては水田域が増大する。延命遺跡・矢野遺跡・観音寺遺跡 (と も

に南環状道路地点)、 観音寺遺跡 。敷地遺跡・池尻桜間遺跡 (と もに西環状線地点)で この時期の水田

が検出されている。国府造営と併行して水田地としての開発も行われたことが分かつてきている。

鎌倉・室町時代

この年代の遺構は検出される範囲が非常に限定的であり、粗密がはっきりと分かれる。1997年 に調査

された観音寺遺跡 (南環状道路地点)の地点 (字青木)では、数十 m四方の狭い範囲に15世紀前半と

みられる掘立柱建物 7棟以上、土壊墓40基以上などが検出された。同年代の遺構は周囲にほとんどみら

れない (徳島県埋蔵文化財センター 1998)。

また、奈良時代に拡大した水田域はさらにこの時期になると整備が進む。古代の項であげた遺跡では、

検出される水田一区画の面積が古代から中世にかけて徐々に広くなる変化が確認される。

鎌倉時代後期 (正応年間頃)と考えられる文書に興福寺領「観音寺庄」がみえる。観音寺周辺がその

比定地にあげられている。

鮎喰川扇状地の南側の山塊には一宮城が築かれている。一宮城は鎌倉期の守護小笠原氏が築城したと

され、その後一宮氏・細川氏 。三好氏 。長宗我部氏が居城とした。峰須賀家政が天正13年 (1585)に 阿

波に移された際に入城し、徳島城下町に移るまで居城とした。
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第 7図 矢野遺跡周辺歴史的環境図
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表 1 矢野遺跡周辺歴史的環境図対応一覧と調査地点管理コー ドー覧
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

矢野遺跡     12
箕ノ手遺跡    13
高川原遺跡    14
石井遺跡群    15
井ノ元遺跡    16
清成遺跡     17
利包遺跡     18
清成古墳     19
人倉姫神社石棺   20
阿波国造墓碑    21
高良古墳     22

利包古墳

山ノ神古墳

尼寺古墳群

鳥坂城跡

ひびき岩古墳群

内谷古墳群

国分尼寺

矢野古墳

奥谷 1号墳

奥谷 2号墳

国分寺

23 宮谷古墳     34 観音寺遺跡
24 八倉比売神社古墳群 35 延命遺跡
25 内ノ御田窯跡群  36 国府推定域
26 瓦谷瓦窯     37 南島田遺跡
27 常楽寺瓦窯    38 中島田遺跡
28 源田遺跡     39 庄遺跡
29 海見古墳     40 南庄遺跡
30 安都真遺跡    41 鮎喰遺跡
31 -宮城跡     42 名東遺跡
32 池尻・桜間遺跡  43 節句山古墳群
33 敷地遺跡     44 穴不動古墳

45 諏訪神社古墳群
46 うばのふところ古墳
47 八人塚古墳
48 大浦遺跡
49 樋口遺跡
50 星河内美田遺跡
51 巽山古墳
52 向寺山遺跡
53 第十堰
54 寺山遺跡
55 広田遺跡

201
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Ⅲ 調 査 成 果





基本層序

矢野遺跡は、鮎喰川が形成した扇状地に立地する。河川の堆積作用により、地形的に細かな起伏が生

まれ微高地を形成する。この微高地上に遺跡が展開しており、微高地の大きなまとまりを北からI群、

Ⅱ群と称していることはすでに述べた。『矢野遺跡 (I)』 の幸R告書では、南側の微高地の上層堆積状況

について触れ、F矢野遺跡 (Ⅱ )』 の中では、北側の微高地、すなわち I群の土層堆積状況について言及

した。今回、報告する遺構、遺物は、既刊の F矢野遺跡 (Ⅱ )』 で報告された縄文時代の包含層から50～

80cm無遺物層を挟んだ上層に位置する弥生時代の遺構面と古代～中世の遺構面に含まれている。した

がって、基本層序も F矢野遺跡 (Ⅱ )』 で報告された部分と基本的に変わりはない。縄文時代以降の層

序関係について補足する程度に留めたい。 I群、Ⅱ群を合わせた矢野遺跡全体の把握は、本書の基本層

序で完結するものと考えたい。

第 9～■図に基本土層図調査地点とその基本土層について掲げる。現地表面は、標高8.8m～ 9.3mで

あり、Ⅱ群に比べ、高低差は小さい。 4区 と8区のあたり、そして、12区で標高9,3m前後の最高所が

認められることから、本調査区では、南から徐々に上がり、 4・ 8区付近で最も高くなりそこから緩や

かな傾斜で、 5・ 6区 と7区の境目あたりにかけて、標高9.Om前後まで現地表面は下がつていく。そ

こからなだらかに12区へ向かって、標高9。 3m前後まで上がっていくことが基本土層図から読み取るこ

とができよう。この現地表面から30cm前後の層厚で、旧耕作土と床上が広がる。耕作土より下にさらに

5～ 15cmの層厚で、古代～中世の包含層が認められる。色調は責掲色が主体で、土質はシルトもしくは、

粘性の強い砂質上である。この古代～中世の包含層は遺存状態は良好ではなく、地点によっては削平を

受けているところもある。したがって、古代～中世の遺構面は、単独で存在しない場所もあり、弥生時

代の遺構面で検出された古代～中世の遺構群も少なからず存在している。このような条件下ではある

が、古代～中世の遺構面は、標高8.6m～ 9,Om付近に存在している。

一方、弥生時代の遺構面は、古代～中世の遺構面からさらに下に、10～30cmの弥生時代遺物包含層を

挟んで形成されている。弥生時代遺物包含層は、にぶい黄褐色の色調を基本とし、シルトもしくは、砂

質上である。古代～中世の遺物包含層に比べると、層厚にばらつきはあるものの、調査地点全体では安

定して存在しており、これら弥生時代遺物包含層を鍵層として、人力で包含層掘削を進め、弥生時代遺

構面の検出に努めた。遺構面の標高は8.2m～ 8.8m付近に存在する。この弥生時代遺構面下50～ 80cmの

無遺物層を挟んで下層に、縄文時代の包含層が広がっている。

以上のような層序関係があり、古代～中世の遺構面を、第 1遺構面と呼び、弥生時代の遺構面を、第

2遺構面と称して、遺構番号を決定した。以下では、弥生時代の遺構について前述し、古代～中世の遺

構について後述していくことにしたい。
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第 9図 基本土層図調査地点
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1図0  1 掲色 10YR76粘質土

1'褐色 10YR4お 粘質土

2 費灰色 25Y5湘  粘質土

3 明責掲色 10YRy6 粘質土

4 黄掲色 25Y574 粘質土

5 黄掲色 25Y74 粘質土

6 黄灰色 2.5(71 箔質土

7 黄掲色 ,OYR5 6祐 質土

13 にぷい黄掲色 10YR5 4 粘質土

19 掲灰色 10YRVl 粘質土

211 にぶい黄掲色 10YR5声 油質土

25 オリーブ掲色 25Y4κ 描質土

26 掲色 10YR4打 粘質土

2区②  l[辞 作土]

2 褐灰色 10YR71 シルト

3 灰責色 2 5Yy2 シルト

4 にぷt噴掲色 10YRy3シルト

5 費lB色 25Y74 シルト

6 オリーブ掲色 2.5Y4声  シルト

7 にぶい黄掲色 10YRV4 シルト

8 黄褐色 10YR576 シルト

9 にぶい責傷色 10YR5た シルト

10 掲色 10YR4ん シルト

11 褐色 10YR4/4 シルト

12 灰黄掲色 10YW2 シルト

19色蝶層〕

14にぷ,噴掲色 10YRИ

15 にぷい黄掲色 10YRИ  シルト砂混じり

16 オリーブ掲色 2 5YR4ん 砂質土

17 皓褐色 10YR3/3砂 質土

18 にぶい黄掲色 10YR574 砂質土

19掲色 10YR4声 シルト砂混じり

211 にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土

21 暗掲色 10VRV宅 ンルト砂混じり

2 暗掲色 10YRy4 シルト砂混じり

23 にぶい黄褐色 10YRy4 シルト砂混じリ

24 褐色 10YR4/4 シルト砂混じり

% [砂礫層]

26 褐灰色 10YR71 秒層

27 掲色 10YR76砂質土

28 オリーブ掲色 2 5Ytr6 ンルト

29 オリーブ掲色 2,6Y44 シルト砂混しり

30 オリーブ掲色 2.6Y4打  シルト砂混じリ

31 に本い黄色 25Y674 シルト

32 黄褐色 2.Ⅳ 5独 シルト

33掲色 10YR4々 シルト

34 にぶい費褐色 10YR5れ シルト

35 にがい黄褐色 10YR73 ンルト砂混じり

36 褐色 10YR74 シルト砂混じり

37 オリーブ掲色 25Y4/4 砂質土

38 オリーブ掲色 25Y76 シルト

39 褐色 10VR74 ンルト砂混じり

40 にぷい黄掲色 ,OYR4/3砂 質土

期 掲色 10YR朝 ンルト

3図Э  ,[耕 作と]

2 〔床と]

3 明褐色 7 5YR5ん シルト砂混じリ

4[SD1082埋土]

5 にぶい費掲色 10YR5声 ンルト秒混じり

6 [流 踏上層〕

7 掲色 10YR4打 砂質土無遺物層

3 にぶい黄褐色 10YRS声 シルト砂混じり

9 にぷい黄掲色 10YR5々 シルト砂混じリ

10 [lI」路中層]

,1 にぷい褐色 10YR5 4 シルト砂混じリ

12 にぶい黄掲色 10YR73砂質土

13 にぶい費掲色 10YR574

14 にぶい費掲色 10YR73砂買土

15 にぶい黄掲色 10YR73 ンルト砂混じり

16 黄掲色 10YRSん ンルト砂混じり

1, にぶい費褐色 10YRV4 シルト砂混じリ

18 掲色 10YR4声 シルト砂混しり

19 にぷい黄掲色 10YR4月 シルト秒混しり

21 黄掲色 25Y54 シルト砂混じり

21 にぷい費掲色 10YR5/3 砂質土

2 にぷい費掲色 10YRy4 砂質主

23[流路下層]

4区①  l 〔耕作土〕

2 [床土]

3 にぶい黄橙色 10YR6 4 シルト

4 費掲色 10YR57 3 ンルト砂混じリ

う にぶい黄褐色 10YR4ん ツルト砂混じリ

6 にぶい黄掲色 10YR4ん シルト砂混じリ

7 オリーブ掲色 25Y4々  シルト砂混しリ

8 オリーブ掲色 2 5YV4 シルト砂混じリ

9 黄揚色 2 5Yy4 シルト

10〔SR4003埋土]

11 褐色 10YR4々 77買土

12 にぶい黄褐色 10YR574 ンル、� じり

13 黄掲色 2.5Y5打  翻砂

4図Э  l [耕作土]

2 [床土]

9 にぷい黄色 25Y64 ンルト

4 黄掲色 25Y53 シルト砂混じり

5 にぶい黄掲ζ 10YR5/4砂 質土

6 掲色 10YR74 ンルト砂混じり

7 褐色 10YR朝 砂質土

8 にぶい黄掲色 10YR73 砂賃上

9 褐色 10YR4打 シルト砂混しり

10 にぶしヽ責褐色 10YR73 砂質土

11 にぶい黄掲色 10YR4/3細 砂

4区⑥  l[耕 作土]

2 1床 土]

3 責掲色 2.5Y53 シルト

4 責掲色 25Y54 シルト砂混しり

5 にぶい黄掲色 10YR5声 シルト砂混じり

6 にぶい黄掲色 10YR5/4 シルト砂混じり

7 掲色 10YR4 4 シルト砂混じり

3 にぶい黄掲色 10YR4/3細 砂

5・ 6区② l [耕作土]

2 t床 土〕

3 灰掲色 7.5YR6々 砂質土

4 明黄掲色 2.5W,宅  砂質土

5 明黄掲色 2,6Y6κ  砂質土

6 明責掲色 10YRy6 シルト砂混じり

ア 明責褐色 10YRγ6 シルト砂混じり

8 明責掲色 10YRγ 6 シルト砂混じり

9 黄橙色 10YR78 シルト砂混じり

10 にがい黄掲色 10YR5声 細砂

11 皓灰黄色 25Y42 綱砂

12 費灰色 25Y41 細砂

7区③  l[耕 作土]

2[床土]

3 暗灰黄色 25Y4/2 シルト

4 暗灰費色 2.5Y42 ンルト

5 黄掲色 2.5Y5打  シルト砂混じり

6 黄掲色 25Y5ん シルト砂混じり

7 暗灰費色 25Y42 シルト

8 にぶい交掲色 19YR73シルト亀幌 じり

9 責掲色 25Y53 ンルトψ混じり

10 灰貨褐色 10YR4々 砂質土

11 にぷい黄掲色 10YR73組砂

12 にぷい黄掲色 10YR4 3砂 礫層

13褐色 10YR4 4 シルト砂混じリ

14 にぶい資褐色 10YR74 シルト

15 掲色 10YR4声 シルト

16 にぶい黄色 2 5YRγ3 シルト砂混じリ

17 にヽい責色 2.5YRy4 シルト

18 灰オリーブ色 5Y573 シルト砂混じり

7図③  l[耕 作土]

2 [床 土]

3 褐色 7 5YR4 4 シルト砂混じり

4 暗灰黄色 2.5Y4々  シルト

5 にぷい黄掲色 10YRy4 シルト

6 にぶい責禍色 10YR5 4 シルト

7 に本い責褐色 10YR5/3

8 に本い黄褐色 10YRV3

9 褐色 10YR74 シルト砂混じり

10 にぶい黄褐e 10YR6声  シルト

11 費掲色 2.5Y5ん  シルト

12 黄掲色 2.5Y574 シルト

13 オリーブ褐色 25Y4/3 シルト砂混じり

14掲色 10YR4/4砂 質土

7図③  l[耕 作土]

2 掲色 10YR76 シルト

3 掲色 10YR76 シルト

4 にぷい黄色 2.5Y673 シルト

5 灰黄色 2.5YS/2 シルト

6 にぶい費色 ,OYR5 4 シルト砂混しリ

7 黄掲色 25Y5た シルト砂混しり

8 褐色 10YR4/4 シルト砂混じり

9 オリーブ掲色 25Y4声 シルト砂混じり

10 奏掲色 25Y4/4 ンルト碗 じり

11掲色 10YR4打 シルト

12 黄掲色 2.5Y74 シルト

8区0  1 [耕 作土]

4 [床土]

5 にぶい責掲色 10YRy3 シルト

6 灰黄掲色 10YR72 砂買土

11 戻黄掲色 10YR72 シルト

12 にぶい費褐色 10YR5 3 粘質土

13 にぶい黄褐色 10YR5 3 砂質土

23 黄楊色 2.5Y5冶  組砂

9図9  1[耕 作土〕

2[床土]

3 暗掲色 アⅣR3 4 粘性砂質土

4 にぷい黄掲色 10YR5/4 粘性秒質土

5 明賞掲色 10YRSy6 粕性砂質土

6 灰掲色 7 5YR4々 粕性砂質土

7 灰掲色 7 5YR6/2 粘性砂質生

3 灰掲色 7 5YRSy2 粘性砂質生

9 灰褐色 7.5YR4々 粘性砂質土

10 灰褐色 7.5YR5々 粘性砂質土

11 灰褐色 7.5YR6々 粘性砂質土

12 にぶい掲色 ,5YRy3 粘性砂質と

13 にぶい掲色 7 5YR73 粘性砂質土

14期資掲色 10YRγ6粘性砂質土

15 にぶい掲色 7 5YRγ3 お性砂買土

16 灰掲色 7 5YRy2 砂質生

17黒掲色 10YRy, 粘質主

18 灰掲色 7 5YR5 2 砂質土

19 灰褐色 7 5YV2粘性砂質土

1 灰黄掲色 10YR6カ 粘性砂質土

2 にぶい黄橙色 10YRy3砂質土

3 黄掲色 10Y74 砂質土

4 にぶい黄色 2.5Y6/3砂 賢土

5 にぶい黄色 25W4 粘性砂質土

6 浅黄色 25Y7/4 粘性砂質土

, 浅黄色 2引7/3 粘性砂質土

8 にぷい掲色 7 5YttA粕性砂賃上

9 にぷい黄橙色 10YR6/3 粘性砂質土

10 明黄褐色 10YRy6 粘質土

1 黄掲色 2.5Y54 粘性砂質土

7 黄褐色 25Y53 粘性砂質土

19 灰黄掲色 10YR4ρ 粘性砂賃土

24 黒掲色 10YR2/2 粕性砂質生

30 暗灰黄色 25Y5″ 粘性砂質土

31 費掲色 2,6Y6打  粘性砂質土

32 にぶい黄褐色 10YR4月 粘性砂質土

34灰責掲色 10YR乾 砂蝶層

35 にぶい黄褐色 10YR4ん 粘性砂買土

36灰黄掲色 10YR4/2 粘性砂質土

37 灰責掲色 10YR3 3 粘性砂質土

38 灰黄掲色 10YR5 2 粕性砂質主

40 にぷい黄掲色 10YRγ 4 粘性砂質土

41 にぷい黄掲色 10YR74 粘性砂質土

42 費褐色 2.5Yy4 粘性砂質土

43 掲色 10YRV4 粘性砂質土

44 にぷい黄褐色 10YR73砂質土

45 2灰黄掲色 10YR72 組砂

46 にぶい黄褐色 10YR4/3 秒質土

47 暗灰黄色 25Y5″ 粘性砂質土

48 掲色 10YR4声 泊性砂質土

49 にぷい黄褐色 10YR4月 砂買土

51 にぷい黄掲色 10YR4ん 砂質土

51 にヽ い黄掲色 10YR4ん 砂

52 にぷい責掲色 10YR4ん 砂質土

55 費褐色 2 5Yy2 粘性砂貫土

1 黄掲色 25Y53 77質 土

2 にぶい黄色 2 5YG声  砂質土

2'黄褐色 25Y54 粘性砂質主

3 オリーブ掲色 2.5Y73 粘性砂質土

4 黄掲色 2.5YS/3 粘性砂質土

S 黄掲色 2.5Y64 粘性砂質土

7 黄掲色 2.5Y5ん  砂質土

8 にぶい黄褐色 10YR573 砂賃土

9 灰オリーブ色 5Yy2 砂質土

10 オリーブ褐色 25Y4声 砂賃土

11 責掲色 25Y5/4 砂質土

12 賞掲色 25Y74 砂質土

刊区⑭

,2区⑥

第 3表 基本土層図土色一覧
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2 遺構と遺物
前述したように、矢野遺跡 I群は、縄文時代の遺構面と弥生時代の遺構面、古代の遺構面が存在して

いる。そのうち、縄文時代の遺構面については、『矢野遺跡 (Ⅱ )』 で既に述べた。ここでは、弥生時代

と古代の遺構、遺物について記載していきたい。

(1)弥生時代中期～後期

弥生時代中期から後期前半と考えられる遺構と遺物が出土している。検出された遺構の種類には、掘

立柱建物 (SA)、 竪穴住居跡 (SB)、 溝状遺構 (SD)、 土坑 (SK)、 ピット (SP)、 自然流路 (SR)、 土

娠墓 (ST)、 性格不明遺構 (SX)が挙げられる。掘立柱建物跡は2棟、竪穴住居跡は42棟、溝状遺構

は30条、土坑は■5基、ピットは約500基、自然流路は3条、性格不明遺構は22基、で合計約700基の遺

構が確認できた。以下では、これらの遺構の中で、遺物が出土した遺構について、とくに検討を加え見

ていくことにしたい。なお、第12図に主要遺構配置図を掲げるので参照して頂きたい。

①掘立柱建物跡 (SA)

掘立柱建物跡 (SA2001)

位置 7区 Loc.D-2 8~Ⅱ  rS 5～ 7   床面積 34。 9♂   主軸方向 N-63° ―W

柱穴 EP l～ 13の13基 (径30～ 60cm、 深さ18～ 80cm)

土層 各柱穴の覆土は1～ 2層

柱穴間距離 最大296cm 尿小124cm           梁間 370cm    桁行944cm

遺物出土状況 図示できるような土器、石器は出上していない。EP9か ら鉄鏃が 1点出上している。
時期 弥生時代中期後半
備考 検出された柱穴は13基である。各柱穴間距離は130cm前後であるが、EP10・ 11間の距離力認96cm
と長いので、EP10。 11間には、掘り込みを持たない、礎板などで柱を支えていた可能性があり、一間×

六間の掘立柱建物と考えられる。

掘立柱建物跡 (SA2002)

位置 10区 Loc.D2 8Ⅱ  rS 2     床面積 14♂    主軸方向 N-82° 一W

柱穴 EP l～ 7の 7基 (径40～ 70cm、 深さ18～ 30cm)

土層 各柱穴の覆土は3～ 7層
柱穴間距離 最大140cm 最小121cm           梁間 350cm    桁行400cm

遺物出土状況 各柱穴から図示できた土器は29点である。何れの土器片も細かな破片で出土しており、

完形での出土も見られないことから、埋納したわけではないことがわかる。石器や鉄器は出土していな

時期 弥生時代中期後半
備考 検出された柱穴は7基である。各柱穴間距離は130cm前後である。EP3の東側は調査区外であり、
本来は、この部分にも柱穴があると予想されるので、一間×三間の掘立柱建物と考えて良いであろう。
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郡強   2,5Y5/4
オリーブ褐色 と5Y74
オリーブ褐色-2.5Y4/6

責褐色    2.5Y5/4
オリーブ褐色 2.5Y4/9
黄褐色   2.5Y5/4

精性砂質土 (マンガンを含む。)
粕性砂質土 (マンガンを少量含むp
精性砂質土 (マンガンを含む。)
粕性砂質と (粘性がやや強い。マンガン、炭化物を合む。)

韓権慾詈圭脹季蓋Υ奪9斜を含帆
躙難誹?螂辞鍮を書慧評
驚権慇暮圭脇r,1鶴罷易をュ量含む,
絡催懲雛帥
性がやや強呵

驚憎騒,畳圭繹チF女留脇終葦
む♪

線鰍監F〕チギ雛減能撃干
☆醐を含む〕

粘性砂質土 (ヤンガン、1炭化物、土器片を含む。)

7 黄褐色    2.5Y5/4
8 にぶい黄褐色 10YR5/4
9 黄掲色   2.5V5/6
10黄掘色   2,5Y5/4
‖ 賭灰黄色  2.5Y4/2
12黄禍色   10YR5/6
13にぷい黄褐色 10YR5/4
14 資偶色   2.5Y5/3
15 贈灰費色   2.5Y4/2
11にぷい費褐色 10YR5/3

第13図 SA2001平 。断面図 (S-1/80)

ф
+1

5cm

第14図 SA2001出上鉄器
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12 責褐色    2.5Y5/3
13 にぶい責掲色 10YR4/3
14 黄褐色    2.5Y5/3
15 責褐色    2.5Y5/4
16 にぶい黄褐色 10YR5/4
17 にぶい黄掲色 10YR5/3
18 褐色       10YR4/4
19 にぶい黄掲色 10YR4/3
20 にぶい黄掲色 10YR5/3
21 灰黄褐色   10YR4/2

(炭化物を含む。)

第15図 SA2002平・断面図

第16図 SA2002出 土土器 (1)

0           2m
t        I

粘質土

粘質土  (炭化物を含む。赤褐色粒を含む。)
砂質土

粘性砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

． ビ
２０

1 黄掲色
2 にぶい黄褐色
3 オリーブ褐色
4 にぶい黄掲色
5 にぶい黄掲色
6 褐色
7 黄褐色
8 にぶい責褐色
9 オリーブ褐色
10 褐色
11 にぶい黄掲色

10YR5/6 粘性砂質土
10YR5/4 粘質土
2.5Y4/4 粘質土
10YR6/4 粘質土
10YR5/3 粘質土
10YR4/4 粘質土
10YR5/6 粘質土
10YR4/3 粘質土
2.5Y4/3 粘質土
10YR4/4 粘性砂質土
10YR5/4 粘性砂質土

E
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竪穴住居跡 (SB2001)

位置 3区 Loc.D2 δⅡ d14～15  平面形 円形
主桂穴 1基 (径30cm、 深さ25cm)

炉跡 1基 (径■Ocm、 深さ 7 cm、 炭化物を多く含む3層 )

遺物出土状況 土器と石器が覆土から出土している。土器は壺、

石の 3点が図示できた。

時期 弥生時代中期末～後期初頭

床面積 7.4♂ 土層  2層

施設 なし

奏、鉢、高杯の10点、石器は砥石、

―
蝋
―
寸
―
為

嘲 Om
B 1 にぶい黄色 2.5Y6/4

2 黄掲色   2.5Y5/4
3 にぶい黄色 2.5Y6/4
4 黄褐色   2.5Y5/4
5 責掲色   2.5Y5/4
6 浅黄色   2.5Y7/4

砂質土   (マ ンガンを含む。炭化物を少量含む。)
粘性砂質土 (砂質が強い。マンガンを多量に含む。lcm程度の礫を含む。)
砂質土   (マ ンガン、炭化物を少量含む。)
砂質土   (マ ンガンを合む。炭化物を多量に含む。)
砂質土   (や や皓い。マンガンを含む。)
砂質土   (マ ンガン、小礫を合む。)

第18図 SB2001平・断面図

第19図 SB2001出土石器 (1)
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第20図  SB2001出 土石器 (2)

咄 2

第21図  SB2001出 土土器
竪穴住居跡 (SB2002)

位置 4区 Loc.D2 δl st 7～ 8   平面形 方形

主柱穴 EPl・ 7・ 5。 9の 4基 (径 18～ 30cm、 深さ16～31cm)

炉跡 検出されず

床面積 18.6♂    土層 2層

施設 ピット6基

遺物出土状況 西壁体と南壁体付近で主に土器片が細かな破片で床面から10cm程度浮いた状態で出土し
ている (遺物出土状況図参照)。 図示できた土器は、重、甕の16点である。図示できた石器は剥片 1点

である。

時期 弥生時代中期後半

穐

覗

―-38-―
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40・ 41 ・42・ 43。 44・ 45。 46
47・ 49'50・ 51 ・ 53・ 55

40'42・ 43・ 44
47・ 50・ 51 ・ 53

。41 ・ 42・ 43・ 44
46・ 47・ 50・ 53

0            1m
i               I

第23図  SB2002遺物出土状況図

‐一中中一　　〇第24図  SB2002出 土土器 (1)(S=1/8)
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第25図  SB2002出 土石器



第26図 SB2002出土土器 (2)
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竪穴住居跡 (SB2003)

位置 4区 Loc.D2 δⅡ t8～ 9   平面形 方形

主柱穴 EP l・ 2の 2基 (径40cm、 深さ10～ 30cm)

床面積 5。 5♂    土層 2層

炉跡 検出されず                     施設 ピット1基
遺物出土状況 住居覆土からは土器、石器が出上しており、図示できた土器は、壷、奏、高杯の 7点で
ある。EPlか ら出土状況図にあるように甕口縁部58～ 60が出土している。一方、石器は、石鏃と楔形

石器が住居覆土から出土している。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

0            50cm
l              l

L=9 00m          L=900m
C    C´        D      D´

V   

―
1 晴灰黄色   2.5Y5/2 粘性砂質土 (マ ンガンを合み、炭化物を少量含む。)
2 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含み、土器片も含む。)
3 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土 (EPl)
4 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (にぶい責色粘性砂質土を所々に合む。EPl)
5 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを合み、炭化物を少量含む。EP2・ 3)

第28図  SB2003平・断面図 (S=1/25・ 1/50)

第29図  SB2003出 土土器 (1)
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0               10cm

第30図  SB2003出 土土器 (2)

◇
…

o                      5cm

第31図 SB2003 出土石器

lh

S5

A´

E

ヨIШ

L=860m
B B′

L=900m
A

1 にぶい黄掲色
2 にぶい責褐色
3 灰貨掲色
4 にぶい黄掲色
5 にぶい責掲色
6 にぶい黄褐色
7 灰黄褐色
8 灰黄褐色
9 灰責色
10 にぶい黄掲色
11 にぶい黄掲色

10YR5/3 砂質土
10YR5/3 石少質土
10YR4/2 粘性砂質土
10YR5/4 粘性砂質土
10YR5/4 粘性砂質土
10YR5/3 粘性砂質土
10YR4/2 粘性砂質土
10YR5/2 粕性砂質土
2.5Y6/2 粘性砂質土
10YR5/3 粘性砂質土
10YR5/4 粘性砂質土

L=860m
C               C′

L=860m
D          D′

ヤ

(灰黄掲色土を多量に合む。)
(オ リーブ黄色粘性砂質土を多量に含む。)
(焼上を含む炭化物層。)

(炭化物を含む。EPl・ 2・ 3・ 5'7)
(炭化物を多量に合む。EHl)
(炭化物層 EH l)

(炭化物を多量に含む。EHl)
(炭化物を少量含む。EP 5)

(マ ンガンを含む。EP 6)
(マ ンガンを含む。EKl)

第32図  SB2004平・断面図 (S=1/25)

―-44 -―



＼`＼

キけ昇Iイ(iイ
テン
:≧讐曽曽警曽冨昌蔓!:言言音曽」ささざ己,65
64   o                10cm

第33図  SB2004出 土土器

竪穴住居跡 (SB2004)

位置 3区 Loc.D2 δⅡ stll～ 12   平面形 円形     床面積 4.3だ   土層 4層
主桂穴 EPl・ 5の 2基 (径20cm、 深さ14～ 18cm)

炉跡 EH lの 1基 (長軸38cm、 短軸22cmの楕円形、深さ10cm、 炭化物を多 く含む 3層 )

施設 ピット5基、土坑 1基

遺物出土状況  覆土から土器と石器が出土している。図示できた土器は奏、高杯の 3点、石器は石鏃、

楔形石器、敲石・磨石、剥片の18点である。

時期 弥生時代中期後半

竪穴住居跡 (SB2005)

位置 3区 Loc.D2 8Ⅱ  b9～ 10   平面形 方形 床面積 7.6ポ   土層 3層
主柱穴 EP2・ 3・ 6・ 7の 4基 (径26～ 33cm、 深さ28～45cm)

炉跡 1基 (長軸128cm、 短軸96cm、 深さ 8 cm、 炭化物を多く含む3層 )施 設 ピット3基

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出上している。図示できた土器は、奏と高杯の 2点である。高杯
67は住居西側壁体付近から破片の状態で出上している。一方、石器は石鏃、石庖丁、楔形石器、柱状片

刃石斧、砥石、剥片が■点出上している。砥石 S34は、炉跡 (EHl)の北側縁辺から出土 している。

時期 弥生時代中期後半

竪穴住居跡 (SB2006)

位置  3区  LocoD 2 8Ⅱ  b10 平面形 隅九方形   床面積 8.5♂   土層 4層
主柱穴 EP l～ 4の 4基 (径23～ 31cm、 深さ29～ 31cm)

炉跡 2基 (長軸59cm、 短軸38cmの精円形の EHlと 、長軸79cm、 短軸21cmの楕円形の EH2で、とも
に深さ 8 cm、 炭化物や土器片を含む 1～ 2層の堆積である。) 施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出上している。図示できた土器は、重、甕の 2点である。一方、
石器は楔形石器と剥片が出土している。

時期 弥生時代中期後半

備考 炉跡の構造は、その平面形状から10(い ちまる)土坑と俗称されるものである。中期後半に播磨
地域で見られる炉形態と考えられる。

―-45 -―
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第37図  SB2005出 土石器

竪穴住居跡 (SB2007)

位置 3区 Loc,D2 8Ⅱ  ab10～ 12   平面形 円形   床面積 26.8♂   土層 5層

主柱穴 EPl,9・ 12～ 15の 6基 (径33～ 78cm、 深さ32～ 53cm)

炉跡 1基 (長軸120cm、 短軸59cmの楕円形、深さ29cmの大形土坑があり、この土坑の南側に、長軸107cm、

短軸27cmの楕円形、深さ17cmの小形土坑が隣接する。さらに大形土坑の北西側は直径51cmの円形で、深

さ45cmの土坑が存在する。断面観察から小形楕円形→大形楕円形→円形の順で構築されたと考えられ

る。何れの土坑も3層堆積している。)施 設 ピット■基 (EP6・ 8は入口に関係する可能性がある。)

遺物出土状況 他の竪穴住居跡と比較すれば、より多くの遺物が出上している。図示できた土器は、壷、

甕、鉢、高杯、蓋、紡錘車の24点である。床面付近からの出土土器も見られるが、何れの土器片も細か

な破片の状態で出土している。一方、石器は、石鏃、スクレイパー、柱状片刃石斧、敲石・磨石、台石・

砥石、楔形石器、剥片が111点出土している。遺物出土状況図にあるように、EP10の西側でかなりまと

まって出土している。なお、S146は 、蛇紋岩製勾玉の未製品と考えられよう。

時期 弥生時代中期末～後期初頭
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第39図  SB2006出 土土器

第40図  SB2006出 土石器
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第46図  SB2007出 土石器 (4)
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第輸園 S磁伽施平・ 断面薗 礎洋1/50)

蜘 lSB2008al

位置 3区 読直珀 ε五 読正1■1″   竿面形―方形  ―床面機 駐ガ   土膚 2層
奮割職ワHI理,112の 2基 礎 黎斃基 操番―雛 輔
炉跡 1.基 (長軸酪触 簿離凝mの簿磁 深暮9cnl..殊化物を多く含番1磨 )

餓 ―ピツト5基
―

連物醒土峨滉 1主器、石器が出主してい略。

1時魏 称螂 申牌

崎警
―
証四囀には重複蘭係があげ、1時期的に昔く驚蝶澪れたも|のを離靱爛糖也欧新しい方搬SB2008b

と.して区別し1継―森おく遺物の取り上 蝶゙ 、新lB鐵構で轟裡が発生したため、選物図版では1勘
IHl■として、同二版面にレイ

.ア
ウトし塩
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第52図  SB2008出 土土器

竪穴住居跡 (SB2008b)

位置 3区 LocoD 2 8Ⅱ  abll～ 12   平面形 方形

主柱穴 EP l・ 2の 2基 (径23～ 33cm、 深さ21～ 35cm)

炉跡 1基 (径 103cm、 深さ18cm、 炭化物を多く含む 2層 )

遺物出土状況 土器と石器が出上している。図示した中で、
の周辺から出土している。

時期 弥生時代中期末～後期初頭

／

イ

‐

ヽ

＼

＼

囃

M05

′
や R`′留滸
0                 10cm

床面積 6.6♂   土眉 7曽

施設 ピット3基、周壁溝

壼・奏 (97・ 98。 106)、 鉢 (100)イよEPl

備考 土層堆積状況から前述の SB2008aが埋没したのち、SB2008bは 構築されている。

ラ易写昴♀ラ
テ品〒昂乖ヽくて

くヽ(ξミ
鼻

:〒
((や
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乱
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SB20097・断面図 儡=1/50j

1 1オウ,ブ福色.基 5Y4/4め質土―

355回 ISB20n平・断面図 lS浄 1/50J
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竪穴住居跡 (SB2009)

位置 5・ 6区 Loc.D2 8Ⅱ d12

平面形 方形

床面積 4,3♂    土層 2層

主桂穴 EPl・ 2の 2基 (径30cm、 深さ15～20cm)

炉跡 1基 (長軸l18cm、 短軸68cmの楕円形、深さ28cm、 炭化物を含む 1層 )

施設 ピット2基

遺物出土状況 図示できるような遺物は出土していない。

時期 土層の状況を勘案して、弥生時代中期後半と考えられる。

竪穴住居跡 (SB2010)

位置 5・ 6区 Loc.D2 8Ⅱ  e12

平面形 方形

床面積 4.5♂    土層 1層

主柱穴 検出されていない。

炉跡 検出されていない。   施設 なし

遺物出土状況 図示できるような遺物は出上していない。

時期 土層の状況を勘案して、弥生時代中期後半と考えられる。

竪穴住居跡 (SB2011)

位置 5・ 6区 Loc.D2 8Ⅱ  fgll～ 12

平面形 隅九方形

床面積 11.8r   土眉 4層

主柱穴 EPl・ 2の 2基 (径32～ 45cm、 深さ31～40cm)

炉跡 1基 (長軸100cm、 短軸40cm以上の不整な楕円形、深さ13cm、 炭化物を多く含む 1層 )

施設 周壁溝、土坑 2基、ピット1基

遺物出土状況 覆土から上器片、石器片が出土しているが、何れも細片である。図示できたのは、剥片

1点だけである。

時期 弥生時代中期後半
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第57図 SB2011.出土石器

1 にぶい資褐色
2 にぶぃ費褐色
3 にぶtヽ資掲色
4 絹色
S 不朗|
0 にヽ い喪掲色
7 暗魔費色
3 1皓灰黄色
9 黒桐色―
10灰費褐色

格 錢 雹
13にぶい費掲色

10YR41/3 ンルト
10YR4/3 シルト

1脇舟 努子
～iOYR5/8 シルト

2.5¥4/2 シルト

食聯

1勢

～
10VR5/2 ンルト
10VA4/2 シルト
10YR4/2 シ)レ ト
10YR4/3 シルド

第56図
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|ム  甲ヽ

黄掲色―   ?15Y5/4砂 買主

纏
騨
食:脇 繁審圭 124醒、釈畠粕土ブロッタを含むD

.第弱図 SB2012平・断面図 (S=1/副)

竪宍住居跡 (SB2012)

位置 5。 6区 二∝つ2 εH bc10   平面形 方形   床面積 9Ⅲ 3ぽ   土層 2層
主桂穴 EPl,2・ 4.EKlの 4基 鱒餡1-62ull、 深さ10～26cml

炉跡 EHl・ 2の 2基 (長軸50～ 70cm、 短軸20～31cntの構円形、深さ8 cm、 1財勁 を多く含む1唐)

施設 Jヒ all縁辺部で月壁薄が検出されている。その他では、ピツト1基が確認できたち

遺物―出上状況 覆土から土器、石器が出上している。図示できた上器は、壷、壽10点―で,ある.。 一方、右
器は、石鏃、ネタレイパー、楔形石器、―剥片、砥石の23.点が図示できた。これらの1石器は、EKュ付近

|からの出上が多かつた。

時期 弥生時代中―期後半
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第59図  SB2012出 土土器
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第60図  SB2012出 土石器 (1)
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第61図  SB2012出 土石器 (2)
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L=8.80m
A A′  1 ォリーブ掲色 砂質土 (炭化物を少量含む。)

粘質土 (炭化物を含む。)

Ｙ

Ｙ

_2鶏 色

L=880m
B

B´

・ 2

第62図 SB2013平・断面図 (S=1/50)

竪穴住居跡 (SB2013)

位置 5。 6区 Loc,D2 8Ⅱ  de 8～ 9

平面形 円形   床面積 15.1ぜ   土層 1層
主桂穴 EP l～ 4の 4基 (径20～ 44cm、 深さ9～ 17cm)

炉跡 1基 (長軸82cm、 短軸68cmの楕円形、深さ 5 cmの上坑に、長軸42cm、 短軸31cmの楕円形、深さ 5 cm
の土坑が取り付 く。炭化物を含む 1層 )施 設 なし
遺物出土状況 覆土から遺物が出土している。図示できたのは、董 2点 と台石 1点、鉄器 2点である。
時期 弥生時代中期後半

-71-



第63図  SB2013出 土土器

(ζtt T2    ⑮  T3

o                5cm

第65図 SB2013出土鉄器

o                      20cm

第64図 SB2013出土石器
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一Ａ

L=900m
B

L=900m
C       C´

す

オリーブ褐色 2.5Y4/6 砂質土 (炭化物を少量合む。粘性がやや強い。)
掲色     10YR4/4 砂質土 (炭化物を少量含む。)
にぶい黄掲色 10YR5/4 秒質土
にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土
黒褐色    10YR3/2 砂質土 (炭化物を多く合む。)
暗掲色    10YR3/4 砂質土 (炭化物を少量含む。)
にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (4層 よりやや明るい。)
責掲色 2.5Y5/6 砂質土 (炭化物を少量含み、粘性が強い。EPl～ 4)

第66図 SB2014平・断面図 (S=1/50)

1

2

3

4

5

6

7

8

120

ヒⅦMl

第67図  SB2014出 土土器

0               10Cm
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竪穴住居跡 (SB2014)

位置 3区 LocoD 2 5・ 6区 εⅡ e7～8   平面形 円形 床面積 12.9♂    土層 1層
主柱穴 EPl・ 3・ 4の 3基 (径32～ 39cm、 深さ1lcm)

炉跡 1基 (長軸69cm、 短軸32cmの楕円形、深さ16cmの上坑に長軸42cm短軸13cmの楕円形、深さ 9 cmの
土坑が取 り付 く。何れも炭化物を少量含む 1～ 2層の堆積である。)

施設 ピット1基

遺物出土状況 覆土から遺物が出土しているが、図示できたのは、重、甕、高杯の 4点である。
時期 弥生時代中期後半

備考 炉跡の構造は、その平面形状から10(いちまる)土坑と俗称されるものである。中期後半に播磨
地域で見られる炉形態と考えられる。

ｍ

ｍ一Ａ

L=880m
B     B′

す 的一一す

1 暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 砂質土 (炭化物、焼土を多く合み、粘性が強い。
2 黒掲色     2.5Y3/2 粘質土 (炭化物を含む。EHl)
3 赤掲色     2.5YR4/6 粘質土 (炭化物を含む焼土層。EHl)
4 晴掲色     7.5YR3/3 粘質土 (炭化物層 EHl)
5 暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 粘質土 (炭化物層 EHl)
6 黄掲色     2.5Y5/6 砂質土 (炭化物を少量含む。EHl～ 5)

第68図  SB2015平・断面図 (S=1/50)

―- 74 -―

色調やや明るい。)



響   1%

1郎

‖ 生 3ヽ0

き∂32
o                10cm

第69図  SB2015出 土土器

竪穴住居跡 (SB2015)

位置 5。 6区  LocoD 2 εⅡ fg 6～ 7

平面形 円形   床面積 8。 1♂   土層 1層

主柱穴 EP2・ 5の 2基 (径30cm、 深さ■～19cm)

炉跡 1基 (長軸130cm以上、短軸100cm以上の楕円形、深さ27cm以上、炭化物を多く含む 4層 )

施設 なし

遺物出土状況 覆土から遺物が出土している。図示できたのは、重、奏、紡錘車の 9点である。

時期 弥生時代中期後半
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籐靴渤を多 含ヽと、1糠性が強とヽ。EK2)

第和国 SB2041倒■ 断面回 (S‐4/50)         ィ

翌穴住居跡 lSIB2040

位置 5・ 6区
.Lo�
)2 巴主 fg6   平面形 長方形.  床面積 吼―■ぜ   土層 l層

主柱穴
―
EPli 2の 2基 鯰組醜(繰さ28～埋銀)

炉跡 r基―鰤 n蜘以上、繰さ10cm、 炭花物を多く含むl層〉
施設
‐
上魂3,義 ピット1基

遺物.出土1状況 覆主から土器と若器が出土していると遺物出―土状況図のように、小さな土躊狩となって、

療と全体から出上しており、とくに遺物が集申している地点はない。1図示でき―た.工器は.華、|―歎 鉢Ⅲ

I高杯、競鑢草め34点である。一方、1石器1ま、1石鏃、―柱球片1刃石斧、剥1片のう点が図示できた。

時期 1弥生1時代中期後半

-76-



θ

‐５

Cl

馬

◇

鳥∝@
6

る5ぐ>
蟻

O C

⑮

第71図 SB2016遺物出土状況図 (S-1/25)
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第74図  SB2016出 土石器

竪穴住居跡 (SB2017)

位置 5。 6区 Loc.D2 8Ⅱ gh 8   平面形 長方形   床面積 10.1∬
主柱穴 EPl～ 3の 3基 (径30～ 39cm、 深さ13～26cm)

炉跡 検出されていない。 施設 ピット3基
遺物出土状況 覆土から遺物が出上しているが、図示できたのは、壷 1点だけである。
時期 弥生時代中期後半

備考 住居中央部分は、古代の溝状遺構により攪乱を受け、遺存状態は悪い。

に   割弱

0                      10cm

土層  1層

第73図  SB2016出 土土器 (2)
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1 晴灰黄色   2.5Y4/2 砂質土 (炭化物を少量含み、硬くしまる。)
2 オリーブ褐色 2.5Y4/3 砂質土 (炭化物を少量含み、粘性が強い。)

第75図  SB2017平・断面図 (S=1/50)

竪穴住居跡 (SB2018)

〔ヽ____」≧とと:`'467位置 3区 Loc,D2 8Ⅱ  gh 8

平面形 長方形                          9      1° 9m

床面積 5。 5ぽ            土層 1層        第76図  SB2017出 土土器

主柱穴 EP lの 1基 (径42cm、 深さ15cm)

炉跡 検出されていない。       施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器、石器が出上しているが、図示できたのは、楔形石器 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

備考 前述の SB2017に住居中央部を壊されており、遺存状態は悪い。

竪穴住居跡 (SB2019)

位置 5。 6区 Loc.D2 8Ⅱ gh 9   平面形 方形   床面積 14。 2♂   土層 9層

主柱穴 EPl～ 4の 4基 (径22～ 31cm、 深さ10～ 14cm)

炉跡 EHl・ 2の 2基 (長軸150cm、 短軸80cmの 楕円形、深さ 8 cmの EH l、 長軸108cm、 短軸53cmの 楕

円形、深さ12cmの EH2が構築されている。炭化物を含む 2層から成る。)

施設 ピット4基

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出土している。遺物出土状況図にあるように、EHl・ 2周辺か

らの出上が多い。ただし、層位的には2～ 9層 まで幅広く出土している。図示できた土器は、重、甕、

―-80-―



鉢、高杯、紡錘車の44点である。一方、石器は、石庖丁、楔形石器、台石、剥片の 8点が図示できた。

時期 弥生時代中期後半

1 黄褐色 2.5Y5/3 砂質土 (炭化物を少量合み、硬くしまる。)

第77図 SB2018平・断面図 (S=1/50)

第78図  SB2018出 土石器
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L=900m
A

L=900m
B

L=900m
C

L=350m
F      Fレ

す

1 3をも;ぞ暑琶 :1誠弁 歌§:|:専りを写』§:|を三iとぢ:)以下下層)
5 にぶい黄色   2.5Y6/4 粕質土 (炭化物を含む。)
6 オリーブ褐色  2.5Y4/3 砂質土 (炭化物を含む。)
7 明黄褐色    2.5Y7/6 砂質土 (炭化物を少量含み、硬くしまる。)
8 黒掲色     2.5Y3/1 粘質土 (炭化物層)
9 にぶい黄色   2.5Y6/3 粘質土 (炭化物を少量含む。)
10 オリーブ褐色  25Y4/6 砂質土 (炭化物を少量含む。EHl・ 3・ 4)
11 暗灰黄色    2.5Y5/2 粘質土 (炭化物を含む。EP5)
12 オリーブ掲色  2.5Y4/4 砂質土 (若千粘性を帯ぴる。EP2・ 6)
13 黄褐色     2.5Y5/3 砂質土 (炭化物を少量合む。EHl・ 2)
14 オリーブ掲色  2.5Y4/4 砂質土 (12属 より粘性が強い。EHl)
15 オリーブ掲色  2.5Y4/4 砂質土 (土器片を含む。EP3)
16 オリーブ褐色  2.5Y4/3 砂質土 (炭化物を合み、粘性が強い。EP8)

第79図 SB2019平・断面図 (S=1/50)
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第80図  SB2019遺物出土状況図 (S=1/25)
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第83図  SB2019出 土石器
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第34図 SB2020平 。断面図 (S‐ 1/50)

竪穴住層跡 (SB2020)

位置 5・ 6区 L画 -2 cⅡ  �10 平面形 円形   床面積 8..7r
主桂穴 EP l。 2の 2基 (径21～26cm、 深さ13clll)

炉跡 I基 (長軸142cln、 短軸98伽の楕口形、深さ26cm、 炭化物を含む4層 )
遺物出土状況 覆土から遺物が出土しているが、図示できるものはな!い。
時期 弥生時代中期後半

土層 2層

施設 なし
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1 オリーブ掲色 2.5Y4/3
2 暗灰黄色   2.5Y5/2
炭化物を含む。)
3 にぶい黄色  2.5Y6/4
4 にぶい責色  2.5Y6/3
5 費灰色    2.5Y4/1
6 明責褐色   2.5Y6/6
7 黒色     2.5Y2/1
8 明責掲色   2.5Y6/6
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第35図  SB2021平・断面図 (S=1/50)

竪穴住居跡 (SB2021)

位置 5。 6区 Loc.D2 εⅡ ij9～ 10

平面形 隅九方形   床面積 15。 1ぜ   土層 1層

主柱穴 EPl,2・ 4・ 5・ 8の 5基 (径32～ 41cm、 深さ25～40cm)

炉跡 1基 (長軸140cm、 短軸98cmの楕円形、深さ20cmの上坑と、長軸150cm、 短軸30cmの長楕円形、深

さ 8 cmの上坑が隣接して構築されている。炭化物を多く含む 4層 )

施設 ピット3基

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出土している。図示できた土器は、壷、甕の 2点である。一方、

石器は、石鏃、スクレイパー、楔形石器、剥片の 7点が出土している。

時期 弥生時代中期後半

備考 炉跡の構造は、その形状から10(い ちまる)上坑と俗称されるものである。中期後半に播磨地域

で見られる炉形態と考えられる。

砂質土 (炭化物を合む。)
砂質土 (粘性やや強く、

粘質土

粘質土

粘質土 (炭化物を含む。)
砂質土 (炭化物を含む。)
粘質土 (炭化物を多量に含む。)

砂質土 (6層よりやや暗い。)
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第86図  SB2021出 土土器
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第87図  SB2021出 土石器
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第89図  SB2022遺物出土状況図 (S=1/20)
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第90図  SB2022出 土土器 (1)
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第93図  SB2022出 土土器

竪穴住居跡 (SB2022)

位置 5。 6区 LocoD 2 8Ⅱ  hi7～8   平面形 長方形
主柱穴 EPl～ 5の 5基 (径22～ 50cm、 深さ12cm)

(4)

床面積 24.6ぜ   土層 5層

炉跡 1基 (長軸88cm、 短軸72cmの楕円形、深さ21cm、 炭化物と焼土を多く含む 2層 )
施設 土坑 2基、ピット4基

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出上している。これらは遺物 EKl付近から集中して出上してい

る。層位的には 6・ 7層からの出土が多い。図示できた土器は壷、養、高杯の33点である。他の住居出

土土器に比べ、大きな破片での出土が目立つ。一方、石器は剥片が 4点出土している。

時期 弥生時代中期後半
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第94図 SB2022出土石器

備考 土層観察から12層 を切 り込んで、EH lや EK l・ 2が構築されていることから、12層 は貼 り床

の可能性が考えられる。ただし、12層は、それほど固くしまっているわけではない。
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了
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蜘一Ｅ
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F              F′

1 オリーブ褐色 2.5Y4/3
2 黄褐色     2.5Y5/6
3 オリーブ褐色 2.5Y4/3
4 黄褐色    2.5Y5/6
5 黄掲色    2.5Y4/6
6 オリーブ褐色 2.5Y4/4
7 明黄掲色   5YR5/6
8 明黄褐色   2.5Y6/8
9 にぶい黄色  2.5Y6/3

砂質土 (炭化物を含み、粘性が強い。)

砂質土 (炭化物を少量含み、若千硬くしまる。)

砂質土 (1層より炭化物が多い。EKl)
砂質土 (炭化物を少量含み、粘性が強い。)

砂質土 (炭化物を少量含み、砂質が強い。)

秒質土 (硬くしまる。貼り床か。)

砂質土 (焼土層)
砂質土 (炭化物を少量含み、硬くしまる。)

砂質土 (炭化物を含む。)

第95図  SB2023平・断面図 (S=1/50)
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第97図 SB2023出土石器

竪穴住居跡 (SB2023)

位置 5・ 6区 Loc.D2 8Ⅱ  gh6～ 7

平面形 長方形

床面積 23.6♂

土層 1層

主柱穴 EP l～ 9の 9基 (径27～ 49c14、 深さ6～ 24cm)

炉跡 1基 (径50c14以上、深さ22cm以上、炭化物、焼上を多く含む 2層 )

施設 土坑 2基、ピットlo基

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出土している。図示できた土器は、壷、甕、鉢、高杯の14点であ

る。一方、石器は石鏃と思われるものが 2点出上している。

時期 弥生時代中期後半

竪穴住居跡 (SB2024)

位置 5・ 6区 Loc.D2 8Ⅱ 衛k7～8

平面形 円形

床面積 40。 0ぜ

土層 2層

主柱穴 EP l～ 11の 11基 (径30～ 58cm、 深さ15～20cm)

炉跡 1基 (長軸107cm、 短軸61cmの楕円形、深さ20cm、 炭化物を含む 1層 )

施設 ピット9基

遺物出土状況 覆土から土器、石器が出上している。図示できた土器は、重、甕、鉢、高杯、紡錘車の

24点である。一方、石器は磨製石斧が 2点 と台石が 1点出土している。磨製石斧 S210は、刃部が撥状

に開いている。基部に突起があれば、東日本で見られる有角石斧に形状は似ている。

時期 弥生時代中期中葉

備考 後述の SB2025が埋没した後に構築されている。
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L=900m
A

暗灰黄色    2.5Y4/2 砂質土 (炭化物を含む。)
にぶい黄色   2.5Y6/4 砂質土 (炭化物を少量含む。)
暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 砂質土 (炭化物を含み、やや硬くしまる。EHl)

第98図  SB2024平・断面図 (S=1/50)
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第99図  SB2024出 土土器 (1)
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第100図  SB2024出 土土器 (2)
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S211

第101図  SB2024出 土石器

竪穴住居跡 (SB2025)

位置 5・ 6区 Loc.D2 8Ⅱ  k7～ 8

平面形 円形   床面積 33.2♂   土層 5層
主桂穴 EPl～ 4の 4基 (径28～ 54cm、 深さ11～ 15cm)

炉跡 1基 (長軸84cm、 短軸65cmの楕円形、深さ10cm、 炭化物を含む 1層 )
施設 ピット6基

遺物出土状況 覆土から遺物が出土しているが、図示できるものはない。
時期 弥生時代中期中葉
備考 前述の SB2024に遺構の北側半分を破壊されていたが、床面部分はかろうじて残存していた。
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1 オリーブ掲色
2 明赤掲色
3 暗褐色
4 黄褐色
5 明黄掲色

2.5Y4/3
5YR5/6
7.5YR3/3
2.5Y5/6
2.5Y6/6

第102図

砂質土 (炭化物を含む。)
砂質土 (焼土層。炭化物を含む。)
砂質土 (炭化物層)
砂質土 (炭化物を少量含む。)
砂質土 (粘性強く、炭化物を少量含む。地山とよく似ている。)

SB2025平・断面図 (S=1/50)
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L=890m
B

L=890m
D

B´

1 暗オリーブ褐色

2 暗オリーブ掲色

3 オリーブ掲色

6 黄帽色

2.5Y3/3砂質土

(炭化物を多く合み、若干粘性を帯びる。上層)
2.5Y3/3砂質土

(1層より炭化物を多く含む。上層)
2.5Y4/4 砂質土

(炭化物を少量合み、砂質が強い。以下下層)
2.5Y5/6 砂質土 (炭化物を少量合む。)
2.5Y5/6 砂質土

(4層より黄色が強く、若干固くしまる。)
2.5YVも 砂質土

(炭化物を少量含み、固くしまる。)
黄掲色     2.5Y5/3 砂質土 (6層より明るく、回くしまる♪
オリーブ掲色  25Y4/3 砂質土 (炭化物を合み、粘性が強い。)
黄灰色     2.5Y4/1 砂質土

色

色

掲

掲

黄

黄

7

8

9

C´

23 オリーブ掲色
24 にぶい黄色
25 にぶい黄色
26 黄掲色

断面図 (S=1/50)

(炭化物を多く合み、若干固くしまる。)
2.5Y6/8砂質土 (決化物を含み、国くしまる0
5YR5/6     砂質土
(炭化物を少量含み、粒子やや細かい。)
5YR5/6      砂質±01層よりやや暗しち)
2.5Y3ん 粘質土 (EHl)
2.5Y3/3 粘質土 (13層より灰色が強い。EHl)
2.5Y3/2 砂質土

(黄色砂質土ブロックを含む。EHl)
2.5Y3/2 砂質土 (15層より粘性が強い。EHl)
2.5Y4/4 砂質土

(炭化物を含み、粘性が強い。EPl,2)
2.5Y5/4 砂質土

(炭化物を合み、粕性が強い。EPl・ 2)
2.5Y4/3 粘質土 (EKl)
25Y5//2 砂質土 (柏性が強い。EP3)
2.5Y4/2 粕質土 (炭化物を多く含む。EP3)

25Y4//4 柏質土

(黄色砂質土ブロックを少量含む。EP4)
2.5Y4/4粘 質土 (228よ りやや晴い。EP4)
2.5Y6/3 納質土 (炭化物を含む。EP5)
2.5Y6/4 粘質土 (炭化物を少量含む。EP6'7)
2.5Y5/6 粘質土 (EP6)

10

11

12

13

14

15

明黄掲色
オリーブ色

オリーブ色
暗オリーブ掲色

晴オリーブ褐色
黒掲色

黒掲色
オリーブ褐色

黄掲色

オリーブ掲色

暗灰黄色
陪灰黄色
オリーブ褐色
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第 103図  SB2026平・

L=890m
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第104図  SB2026遺物出土状況図 (S=1/40)

竪穴住居跡 (SB2026)

位置 5,6区 Loc.D2 8Ⅱ jk9

平面形 隅丸方形   床面積 18.5♂   土層 12層
主柱穴 EP l～ 4の 4基 (径 50cm、 深さ18～41cm)

炉跡 1基 (長軸72cm、 短軸48cmの楕円形、深さ21cmの上坑に、長軸83cm、 短軸1lcmの長楕円形、深さ

12cmの上坑が併設されている。炭化物を多く含み粘性が強い 4層 )

施設 土坑 1基、ピット3基

遺物出土状況 他の竪穴住居跡と比べて多くの上器、石器が出土している。遺物出土状況図にあるよう
に住居中央西よりから、層位的には 1。 2層からの出土が多い。図示できた土器は、重、甕、鉢、高杯、

紡錘車の49点である。一方、石器は、石鏃、スクレイパー、石庖丁、楔形石器、敲石、剥片の32点が図

示できた。

時期 弥生時代後期初頭

備考 炉跡の構造は、その平面形状から10(いちまる)土坑と俗称されるものである。中期後半に播磨
地域で見られる炉形態と考えられる。
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第105図  SB2026出 土土器 (1)
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第106図  SB2026出 土土器 (2)
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竪穴住居跡 (SB2027)

位置 7区 Loc.D2 8Ⅱ r4

主桂穴 確認されていない。

施設 確認されていない。

遺物出土状況 覆土からごくわずかな土器細片が出土しているが、図示できるものはない。
時期 覆上の状況から弥生時代中期後半と考えられる。
備考 住居跡の西側大部分は調査区外であり、残存状態は極めて悪かった。

竪穴住居跡 (SB2028)

位置 7区 Loc.E2 αⅡ b6

主柱穴 確認されていない。

施設 確認されていない。

S242

0                      10cm

SB2026出 土土器 (4)

平面形 方形   床面積 1.5ぽ   土層 3層

炉跡 確認されていない。

平面形 方形   床面積 1.2♂

炉跡 確認されていない。

平面形 方形   床面積 3.5r   土層 6層

炉跡 確認されていない。

土層  1層

遺物出土状況 覆土からごくわずかな土器細片が出土しているが、図示できるものはない。

時期 覆上の状況から弥生時代中期後半と考えられる。

備考 居住跡の東側大部分は調査区外であり、残存状態は極めて悪かった。

竪穴住居跡 (SB2029)

位置 3区 Loc.E2 αⅡ d3

主柱穴 確認されていない。

施設 確認されていない。

遺物出土状況 覆土からわずかな土器片が出上している。図示できたのは、壷、甕、高杯の 5点である。
壺 (335)イよ、日縁部から底部まで残存している。

時期 甕 (386・ 337)の ようにやや古い様相を示す土器があるものの、これらを混入と考え、また、覆
土の状況から弥生時代中期後半と思われる。

備考 住居跡の東側大部分は古代の遺構に破壊されており、残存状態は良くなかった。
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0       1m
l      I

l lこ ぶい責色 2.5Y6/3 シ)レ ト砂混 じり
(マ ンガンを含む。)
2 `こ ぶい黄色  2.5Y6/4 シル ト砂混 じり
(鉄分、マンガンを含む。)
3  責褐色    2.5Y5/4 シフレト砂混 じ

''

(マ ンガンを含む。)

第111図  SB2027平 。断面図 (S=1/50)

0        1m
i          I

｀ ｀ ヽ __― 、

ヽ 二::

0       1m
l         l

責褐色 2.5Y5/4 シル ト砂混じり [マ ンガン、土器片を
含む。 (オ リーブ褐色2.5Y6/4シ ル ト砂混 じり)が一部混
ざる。]

第112図  SB2028平・断面図 (S=1/50)

0               10Cm

第114図  SB2029出 土土器 (1)

１
刀
ｄ
ぃ
―
上
―
―

ｍ」
〓
９ 〇

一Ａ

下
ｍ

蜘一Ａ

L=880m
A 〆

浅黄色   25Y〃3 砂質土   (粒子組かく、鉄分、マンガン、上器片を含む。)
にぶい黄色 2,y6/4 粘性砂質土 (粒子細かく、マンガンを含む。)
浅黄色   5Vフ/3  粘性砂質土 (粒子細かく、マンガンを含む。)
にぶい黄0 25Y6μ  粘性砂質土 (粒子細かく、鉄分、マンガンを合む。)
浅黄色   5Y7/4  粘性砂質土 (マンガンを含む。)
にぶい黄色 2 5Yν 4 粕帥 質土

第113図  SB2029平・断面図 (S=1/50)
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第115図 SB2029出土土器 (2)

0       1m
「        I

1第 116図 SB2030平 '断面図 (S=1/50)

竪穴住居跡 (SB2030)

位置 7区 LoOE2 oⅡ cd3
主桂穴 確認されていない。

平面形 方形   床面積 4,3ぜ   土層 4層
炉跡 確認されていない。

施設 ピットが1基確認されている。
遺物出土状況 覆土からごくわずかな土器細片が出上しているが、図示できるものはない。
時期 覆上の状況から弥生時代中期後半と考えられる。
備考 住居跡の1大部分は古代の遺構と前述のSB2029に破壊されており、残存状態は極めて悪かった。
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竪穴住居跡 (SB2031)

位置 3区 Loc.E2 αⅡ d4

平面形 円形
床面積 2.9♂

上層 4層

主桂穴 EPlの 1基 (径25clll、 深さ16cln)

炉跡 確認されていない。 施設 確認されていない。

遺物出土状況 覆土から遺物が出土しているが、図示できたのは、甕1点だけである。
時期 弥生時代中期後半

〆

1  甚嘉や守進ζ       2.5Y7/3
2 浅黄色    5Y7/3
3 にぶい費色  2.5Y6/4
4 オリーブ黄色 5Y6/3
5 オリーブ黄色 5Y6/4

ィ

輩

，

＋

―

『一中　　　韓韓一幹

第118図  SB2031出土土器

粘性砂賃上 (粒子が細かい。)
砂質土  (マ ンガン、炭化夕を少量含む。)
粕悔砂質土 (粘性やや強く、マンガンを合む♪
粘性砂質土 (粘性やや強く、マンガンを多量に含む。)
粘性砂質土 (マ ンガンを含む。EPl)

10cm

第117図 SB2031

0        1m
i      I

平・断面図 (S=1/50)
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第120図  SB2033出 土土器 (1)

1 オリーブ掲色 2.5Y4/4 シル ト砂混じり
(土器片、マンガンを含む。)

第119図  SB2032平・断面図 (S=1/50)

L=900m
A

掲色     loYR4/4 粘性砂質± 4 にぶい責掲色 10YR4/3 粘性砂質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質± 5 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (1.5cm程度の礫含む。)
オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘性砂質± 6 褐色     loYR4/4 粘性砂質土

第121図  SB2033平・断面図 (S=1/50)
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第123図  SB2033出 土土器 (3)
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竪穴住居跡 (SB2034)

位置  9区  LocD 2 8Ⅱ  hi l～ 2

主柱穴 EPl・ 2の 2基 (径22～ 34cmの円形、

炉跡 確認されていない。
遺物出土状況 覆土から土器、石器が出土している。
石器は、石庖丁、敲石の 2点が図示できた。

時期 弥生時代中期後半

床面積 1.6ぽ   土層 1層

炉跡 確認されていない。

平面形 方形   床面積 12.6ポ   土層 20層
深さ15～ 30cm)

施設 土坑 1基、ピット6基

図示できた土器は、壷、高杯の 2点である。一方

0                                    10cm

第124図  SB2033出 土石器

竪穴住居跡 (SB2032)

位置  7区  Loc.E2 αⅡ k3

主柱穴 確認されていないど
施設 確認されていない。

平面形 方形

遺物出土状況 図示できる遺物は出土していない。
時期 土層の堆積状況から弥生時代中期後半と考えられる。

竪穴住居跡 (SB2033)

位置 9区 LocD 2 8Ⅱ  gh l～ 2   平面形 円形
主桂穴 EPl～ 7の 7基 (径21～ 38cmの円形、深さ17～ 33cm)

炉跡 確認されていない。

床面積 10。 9ぽ   土層 6層

施設 土坑 1基、ピット2基、住居跡東と南に張り出し部が存在する。
遺物出土状況 覆土から土器、石器が出土している。図示できた土器は、壼、奏、鉢、高杯、器台の47
点と比較的まとまって出上している。一方、石器は、石庖丁、敲石、剥片の 3点が図示できた。

時期 弥生時代後期初頭

S524

10cm
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1 黄掲色
2 オリーブ掲色
3 オリープ掲色
4 オリーブ掲色
5 黄褐色
6 オリーブ褐色
7 灰黄褐色

L=910m
A

2.5Y5/4 粘性砂質±  8 オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘性砂質±  15 責掲色    2.5Y5/3 粘性砂質土
2.5Y4/6 粘質±    9 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質±  16 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土
2.5Y4/6 粘性砂質±  10 黄掲色    2.5Y5/6 粘性砂質±  17 掲色     10YR4/6 粘性砂質土
2.5Y4/4 粘性砂質±  11 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質±  18 オリーブ褐色 2.5Y4/6 粘性砂質土
2.5Y5/3 粘性砂質±  12 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質±  19 掲色     10YR4/4 粘質土
2.5Y4/4 粘性砂質±  13 オリーブ掲色 2,5Y4/3 粘性砂質±  20 オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘質土
10YR4/2 粘性砂質±  14 掲色     10YR4/4 粘性砂質土

第125図  SB2034平・断面図 (S=1/50)

竪穴住居跡 (SB2035)

位置 9区 Loc,D2 8Ⅱ  巧1～ 3

床面積 29.6ポ

平面形 不整形 (五角形に近い)

上層 22層

主柱穴 EPl～ 6の 6基 (径28～ 48cm、 深さ15～ 35cm)

炉跡 1基 (長軸123cm、 短軸52cmの精円形、深さ23cm、 炭化物を含む 3層 )

施設 ピット3基

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出上している。図示できた土器は、重、奏、高杯の16点である。

一方、石器は、石鏃、石庖丁、剥片、砥石などが10点出土している。

また、炉跡に向かって倒れ込むような形で炭化材が検出されている。炭化材の周辺では焼土も確認さ

れており、これらの出土状況からSB2035は焼失住居と考えられる (焼土・炭化材出土状況図参照)。

時期 弥生時代中期後半～後期初頭
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o               10cm

第126図  SB2034出 土土器
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